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あすなろ会(個人参加難病患者の会)

新年明けましておめでとうございます今年は21世紀の出発の年です

私たち難病患者を取り巻く頻境は､国･地方自治体の財政の酎ヒそして高齢化に

より年々厳しい状況になっております

私たちの要望実現･後退の歯止めには､患者会の活動は非常に大事であります

今年も会員の皆さんとはげまし･助け合って難病連の活動を行いたいと思います

2001年も色々､大変苦労する年になりそうです

皆さん､明日に希望を持って頑張っていただきたいです

私達rあすなろ会｣一人で悩んでいないで情報を･･･交流を持って行きたいです

よろしくお願いします

成田　愛子

二･_
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会　場　　エンペラー

日　程　12月17日(日)

時　間　　午後2時～4時30分

会　費　　大人4000円　　中高生2500円　　小人1500円

アトラクション(ェンペラー専属)

部会賞｢あすなろ会｣商品券3000円

オークション　　ぬいぐるみ=-･家具(タンス)等

｢あすなろ会｣参加者6名向山君1名(小学)

合同レク委員柏木さんです｡ご苦労様でした

坂本さんカメラマン　ありがとうございました

アトラクション　　歌と踊り　ダンスです楽しい･.･!!

オークション　伊藤事務局長

値段付けが上手です｡何円～何万円･･･!!さすが

会場はとても盛り上がり､私は初めての参加､

とても楽しい1日を過ごしました

難病連､事務局､ボランティア､皆様有難うございました

I/1



2000年度不Lr幌二重二部手先巨量研IE要会カーら

2001年1月20日北海道敷病センター大会議掌に於いて2000J+皮

札幌支部役員研修会及び交礼会が開かれ､各部会より研修会には

6b名､交礼会には43名が参加､あすなろ会からは斎藤一柳の2名

が.L出席しましたo他の支部では1泊2日で行う研修を4時間です

るという強行串で講師の伊藤事務局長の解説についてゆくのがや

つと9 1)難病対策の現状と課題等々の問題に息を切らしてぺ-ij

を繰-,ていましたゥ貰1た資料を読み返して1年がかりの勉強に

なりそうです｡グループに別れてそれぞれのテーマについての討

論も面白かったし､その後､気分転換にゲーム(スかソトボール

･･･誰でもできます｡各部会に貸出しもするそうです)をしたr)､

密度の濃い時間でした｡

又､ 5時半からの交礼会では他の部会の悩みや問題点あるいは

計画なども聞き､賑やかで柴しい一時となりましたoとても疲れ

たけれど有意義な日であったと痛感､参加して艮かったです｡
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2000年度第5回事業資金委員会からの報告

(1月22円開催)

1.お正月飾り実績報告　売卜高減少!ここ数年続いて減少が続いている｡利益

率が高く､貴重な還元金を得るお正月飾り売上を伸ばすための検討が必要o

梢､今年度あすなろは0でした<▲残念.

2.募金箱･協力会の取組みについて　難病連及び部会･支部の自主財海の基本

となる協力会L募金箱は､例年ペースの進捗状況V

協力会　　2000年12月現在1,175,000円

募金箱　　　　　"　　　　　952､492 Lli

周りに呼掛け､もう少し頑張ってみましょう0

3.新親資金事業の取耕み状況について　チャリティ物品に代わる収入財汝の確

保を目指して､今年度よりいくつかの新確事業に取組んでいるがー初年度でも

あり､まだ収入源として大きな成果をあげている事業はないが､いくつかは継

続して取組むことである程度の成果を期待できそうである.

自動販売機ー電器製品斡旋(そうご電器)はー継続することで一定の財源と

なりうる｡中国漢方ツアーはー利益獲得事業の側面よりも漢方に関心のある患

者からの問合わせが多く､　一定の霜雪がある｡タイアップ･サポート企業はま

だ大きな企業との契約には幸っていないU

丸惣贈答館の利用をどうぞ-･祝事-法事等ありましたら､カタログを持って

伺います｡難病連までお電話を下さい(512-3233)

4.福祉横器事業の現状　昨年4月から介護保険がスタートし､福祉機器のレン

タル事業が開始された｡そのため売上高一利益率が大きく減少しているo又､

レンタル商晶の管理や毎月の請求じむなどに多くの労力が必要となっている｡

資金阿収も大幅に繰延べられ､資金繰りが厳しく坤事会の承認を受けて銀行借

入を行っている.

ち.絵画展について　チャリティー企画F｢現代国際巨匠絵両巌のご提案A



などもあります｡

最後に今年度チャリティバザーのお知らせ
『なんれん臨時号』でご承知でし.上うが～今年も昨年並の売上げをR指します

ので､ご協力下さいo

開催口　3月3日(土) 1300-一1600

3n4日(RI 10 00--1400

会　場　北海道難病センター(札幌市中央区南4栄西10丁目)

i二な択抜商品　衣料品(クリーニング済みのもの) ､電器襲dl'1 (新品) ､家庭

雑貨､食料品､古本ーのみの巾､家具､ワイシャツ､タオル､寝具､ 100円

ケーキ､刃物研ぎー食事(カレー) ､米･豆類(新篠津村協力)

取扱えない商品　rTT古の電器製品(コンビュ-タ一一ソープロ含む) ､スキー

スケート､生物ー百科事典-辞典､編穏ー電動ミシン,ガス器具､電(-オル

ガン

物品の受付･集荷方法　ご提供晶は､難病センタ-までお描けいただくか､宅

配便で送付いただく(送料は提供者負担) ｡大型･多量提供品については事

務局職員-ボランティアなどで集荷に伺うo

提供物品の受付期間　2月1L｣ (木)から2月27R (火)まで-十(届けてい

ただく分)

2月1E] (木)から2月23日(金)まで-→(集荷分)

間令わせ先　北海道難病連事務局　電話01ト512-3233(10時--18時)

ファックスD11-512-4807

ii'･人手かたりません0　2J127日から準備に入ります｡ 1日何時間でもお手伝い

してくださる方大募集!　出来る方ご一報お願いしますU

●

●
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ある大病院に通院するようになって4年経つ｡これだけ行っていると自然病院

友達も出来､時折楽しいお茶の一一割ももてるb友達といっても様々であり一心を

割って話合える人､話はするが合せている人､さりげなく挨拶だけする人等おり

そんな中にM君がいる｡大きな声と屈理屈をこねるのが特徴で周りの評価は『口

を開かなければ良い男』になっている｡

ある日､数人でボランティアのSさんも加わりホールで雑談していたo Sさん

は『ワン』という名の犬を飼っていて可愛くてたまらないらしく私達にワンの写

真を見せてくれた｡その時M君が眺めていて以来Sさんのことを｢ワンlと呼ぶ

ようになってしまった. Sさんは閉口して止めさせようとあれこれ講じたが､余

計M月を増長させるばかりである｡

ところが､数ヶ月後､嬉しそうに笑っているSさんに会った｡ ｢あのね､ M岩

にワンっていうの止めさせたよ｡買収したの｣わけを聞いてみると･･･若い男性の

常でM君もお金をポケットに突っ込んでいるがー売店で缶コーヒーを買って払お

うとしたら一円足りない､焦ってあちこちのポケットを探るのだが持合せがない

らしい｡そこにSさんが才iきあわせたo ｢M君一一円あげようか｣ Eえ!一一一円く

れるの｣ lあげてらいいよo今後『ワン』って言わなければね｣ l~言わない､言

わない､ありがとうJという次第･･･へ--え､あのM君が･円でいうこときくかし

らねと私達は首を傾げたが効果抜群ー　M君はおとなしく｢SさんJと言うので.

Sさんは得意満面であった｡

"一円を笑う者は一円に泣("というが､確かに一円の値は大きかった｡そし

て　一周間後､病院のロビーにいる私達の前にM君が現れSさんを見付けると声高

らかに叫んだ｡ rおはよう､ワン! ! i

一円の効きめは一一博聞であった｡長いというべきか短いというべきか判断がつ

かないでいるn tトY記

●

●



私は札帆こ長く仕んでいますo地区の+ども会､拭け卿でのあとみ

r川かせ,-Jfランチア紙勅等をして火ました｡

私一人で活動が挽いてきたのでは有りません.それぞれのグル-

プの人たちの括椛が活動を支えてきました｡

難病ですよと言われた時にちょうど一会と知り合ったのです､礼

は軽い病気でしが､不安とだるさ､柵気力になる心を､会の皆さん

には､励まされました｡

社会数行功労の1-1･を思いがけず､ JTl･さましたoこの1･i･iま私にだけで

如く多くの友人､ Jliに析刺してきた人々にJjか:?れたた,Tt!.I.いiL-すn

●　あすなろ会はいろいろの約の人たちのRtまりです｡ 1.相の-:_/.:しみ

はそれぞれに速いますが､ともに犯し会いをし､すこしでも馴ほ也

くするgIが出来ると思います｡

今は会報を届ける事でお伝えしていますが､この会掛こ多数の会見
の人たちが参加して下さる事を掛-ます｡　　　(深沢紀)

寺田*さん　　　山岸弘さん　　穿天幸子さん

中村啓さん　　　丸JL兼占さん
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Jヒ音毎道保険ネ高手IL部との懇言炎会

2001年2月16R午後1時3(〉分より.かてる2　7に於いて北海

道難病連が提出した統　一要望書に対する北海道との懇談会が開催
'さfLました9道からほ地域保健課他7つの課からLLi席して要望書

の1 5の項目について回答ー質問､意見交換がありましたV

◎現北海道難痛センターの増改築をお願いしますU
r命特定疾患医療費の一部自己負担を撤廃するようにLj白に働きかけ

国の政策が改善されるまでの間､北海道独自による日己負担金

の補助事業を行って下さい｡

等々の4 5項目で大事な問題ばかり､伊藤たてお事務局長が主と

なって道の考えを質しー患者の現状､要望を訴えましたU

このような懇談会はとても大切であり､定期的に開催されるこ

とが必要であると痛感しました∨

匡二重･'-*l;.I '~'1

湖至.⊥:

r=;
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2001年度　総会のお知らせ

あすなろ会の　2001年度の稔会を　下言己日程で行います｡　お忙しいとは

思いますが　ご出席宜しくお願いします｡

日時　2001年4月28日(.エ)午後1時カーら

所　ヨヒ海道難病センタ-　　研修室

出･欠は　準備の都合がありますので　同封のハガキで　4月5日(衣)まで

お知らせ下さい｡ハガキが届くのを　楽しみにお待ちしておりますので

必ずポストへ入れて下さい｡

なお社会終了復　交読会を予定しております｡　ご参加下さい｡

2001年度　会費納入の　お願い

4月になりましたら　同封の振り込み用紙で　会費のご入金

よろしくお良い致します.



●会費納入棚■l l●

平成1 2年度｢あすなろ会｣会費をまだ振り込まれていない万かおりまし
たう､早めに振り込んで下さいますようお願いします｡
なお平成1 3年度の｢あすなろ会｣会費は､ 4月に振込みをお願いします｡

あわせて北海道難病連｢運営協力会｣にこ加入下さるようお願いします｡
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4JE人血人参加難点患者の会昭和48年1月13日　第3種も使物像可
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